
比内支援学校 地域支援部

～交流及び共同学習を進めています～

国、県ともに障害のある子どもと障害のない子どもとの交流及び共同学習を推
進しています。交流及び共同学習では、障害のある子どもと障害のない子どもが
共に活動する機会を通して、互いに理解を深め合い、共に助け合い、支え合って
生きていくことの大切さを学ぶことができます。

（令和３年度 秋田県教育委員会発行パンフレットより）

本校では、地域の子どもとして、
地域の子どもたちと自然にふれ合う関係を大切にしています。

令和４年度は、小学部２１名
中学部１３名が交流を行いました。

１ ねらい
・小・中学校での生活や学習を体験することで、地域の仲間と一緒に過ごす喜びや楽しさを味わい
ます。

・将来、生活基盤となる地域での、社会参加のきっかけづくりとします。
２ 交流の形態
・本校の子どもたちの興味・関心や得意な面を踏まえ、小・中学校の学習活動の中で参加しやすい
学習や行事に参加します。事前に、本校職員がゲストティーチャーとして交流校で事前学習（障
害理解授業等）を行ったり、紹介カードや招待状を送り合ったりするなど、お互いの理解や当日
に関わりの場面が増えるように両校で工夫しています。

３ 進め方
・本校の子どもと保護者の希望を把握し、希望する小・中学校に連絡します。（※詳細は裏面）

４ 参加の仕方
・保護者と一緒に交流校へ登下校します。交流先では、学級担任が一緒に授業に参加します。
※保護者送迎を基本としますが、どうしても御都合が付かない場合は学校に御相談ください。

居住地校交流に、御理解と御協力をお願いします。



居住地校交流の進め方
比内支援学校 地域支援部

保護者・本人 比内支援学校（担任） 交流先の小・中学校

５月上旬までに交流希望があることを伝え、交流が可能か確認します。

担任等が交流校に出向き、居住地校交流のねらいや進め方、対象児童

生徒の希望、様子などを説明します。交流校の学習予定などと付き合わ

せて実施可能な大まかな時期や内容などを話し合います。

両校の児童生徒にとってよい交流となるように担任が中心となって

保護者、交流校と連絡を取り合って時期、内容を再調整します。

送迎、日程のお知らせをします。 依頼状、計画書を送付します。

お礼状とアンケートを

送付します。

アンケートに記入し提出します。

（御協力お願いします。）

児童生徒と共に交流校へ行き、

様子を見守ります。

事前学習として手紙やカードなどでお互いにやりとりをします。

様子を見ながら関わり合い、認

め合いの場面などを設定します。

日程は、交流校、比内支援学校、保護者の三者間での調整となります。それぞれに予定

がありますが、両校にとって実りある交流になるように調整しています。交流校及び保護

者の方には、御理解と御協力をよろしくお願いいたします。

交 流 当 日

活動に付き添い、子ども同士を

つなぐ役目をします。

希望する時期や内容を伝えます。

（担任聞き取り）

日時、内容決定

クラスからのお手紙

（感想）

学習（活動）予定をいただいた後、児童生徒同士がお互いを知り、関

わり合えるように内容や場面などアイディアを出し合い、配慮点など細

部まで計画の打ち合わせ（電話連絡、ＦＡＸ等）をします。

予定時期、内容を確認し、了承または意見を

伝えます。（担任聞き取り）

事後学習として感想文やお手紙、お礼状

などでお互いにやりとりをします。

アンケートに記入し、返送しま

す。（御協力お願いします。）

簡単な略案等をＦＡＸします。

（御協力お願いします。）

事前学習として本校職員によるゲストティーチャーやパネル展が可能

です。内容は学校紹介、交流する児童生徒紹介の他に、障害理解授業も

行っています。

在校生：３月 交流希望調査

新入生：４月 交流希望調査

～交流を希望する
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